令和6年度第1回　岩国市子ども・子育て会議　会議録
概要　日　時　　令和６年8月26日（月）　15時00分～16時25分
場　所　　岩国市役所3階　31・32会議室
出席者　　中村会長、岡﨑副会長、江藤委員、宮田委員、渡邊委員、森脇委員、
安本委員、川村委員、大野委員、三木委員、升田委員、三浦委員、
欠席者　　中邑委員、木村委員
傍聴者　　２名
事務局　　こども家庭担当部長、こども家庭課長、保育幼稚園課長、こども家庭センター長、政策班長、認定・給付班長、放課後保育班長
議事　１　第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の令和５年度における点検・評価
２　第３期岩国市子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査結果につい　　て
３　子どもの生活実態調査結果について
４　岩国市こども計画骨子案について
配布資料　　・会議次第
　　　　　　・岩国市子ども・子育て会議委員名簿
　　　　　　・配席表
　　　　　　・第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況
　　　　　　・子ども・子育て支援事業に係るニーズ調査結果概要
・子どもの生活実態調査結果概要
・高校生の意識と生活に関する調査案
・岩国市こども計画骨子案
議事録署名委員　　渡邊委員、森脇委員

議事の経過
１　第２期岩国市子ども・子育て支援事業計画の令和５年度における点検・評価
（事務局説明）
会長　何かご質問はありますか。なければ次の「第３期岩国市子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査結果について」お願いします。
２　第３期岩国市子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査結果について
（事務局説明）
会長　何かご質問はありますか。なければ次の「子どもの生活実態調査結果について」お願いします。
３　子どもの生活実態調査結果について
（事務局説明）
会長　何かご質問はありますか。なければ次の「岩国市こども計画骨子案について」お願いします。
４　岩国市こども計画骨子案について
（事務局説明）
委員　資料をどっと渡されて、審議してください。なかなか審議しにくいところがあるので、こういった会議の中で我々が協議できる場を増やす機会はできないでしょうか。大筋やることはもう決められている中で、我々が審議し、それで認証しましょう、いいです、やってくださいということは言いにくいところもあるので、一度協議をする場を設けてみてはどうでしょうか。
会長　資料は、事前に送っていただいていますが、もう少し深く意見を言い合うような会が事前にあればということですか。
委員　審議とはそんなものとは思っていますが、この場で審議してください、これでいいですかと言われると、はいとしか言えなくなる。意見を吸い上げたいという意思があるのなら、そこからではないでしょうか。資料を見ても、働いている側と計画を立てる側の意思疎通ができてないという印象を持つので。本当にこどもたちのために日頃から頑張っている幼稚園、小学校、中学校、高校の声がないまま計画をいくと何もならない。そういった意見の吸い上げをする場が先に来ないと審議しにくい。もう少し協議する場を、官民が意見を言い合える手法をつくっていくべきではないかと。
会長　皆様からも、１号議案からなかなか言葉が出ないというのがそこにあるのかなと感じております。それぞれ幼稚園、保育園、小学校関係の先生方のご意見の上で骨子を考えていかないといけないのですが、現場の先生方いかがでしょうか。
委員　基本理念で「こども一人一人」が漢字が書かれていて、中の文章の漢字の「一人」「ひとり」はひらがな。どちらの印象がいいのかを調べると、漢字で書くと儀礼的、漢字と平仮名だとバランスが取れている。市としてはどういう表記を使いたいですか。思いがありましたら。
事務局　上位計画の総合計画が漢字の「一人一人」なのでそちらに合わせたいと思います。修正させていただきます。
委員　本会議の前に事前会議をしました。会長、渡邊委員、中邑委員、森脇委員と長時間。なぜそれだけ長く話し合いがあるかです。教育委員会の会議では必ず当てて、委員一人一人全部意見を言います。この会議も意見を一人一人おっしゃったらいいと思う。言いたいことがあるならば言った方がいい。我々2時間ぐらい話しました。本会議でスムーズにいくようにという意味で私達は事前会議をしたのかなと。私達以外の委員に意見を求められる方がいいかと。

会長　委員の皆様から、一言で結構ですのでそれぞれのお立場で意見をいただきたい。現場の状況を含めて策定する骨子ですから。
委員　認可外保育施設をやっています。認可園は子育てに対して手厚い援助を受けていらっしゃって羨ましいです。緊急の場合でもよほど何かない限りは全てのお子さまを受け入れています。色々な事情の方がいらっしゃって、市が窓口だとなかなかスムーズに書類的なことなど許可が出ない。我々だったら割とスムーズに受け入れるようにはしています。認可外だからといっていい加減にしているわけではないのですけど、とかくそんなふうにとらえられがちで、それが残念です。今、外国の方が多いです。全体の園の半分まではいかないですが。それでなんとか運営ができています。本当は認可を得たいのですが、定員に満たない園がたくさんあるから、これ以上認可園は増やせないということで、取り上げてもらってない。最近、設備の関係など、助成していただいています。その点は感謝しています。
委員　現場として、今、居場所作りをやっています。ショートステイは、この資料の最初の進捗状況の中のショートステイの数、受け入れられない子がその５倍はいる。そこの辺ができていると判断をされるのか。そういう現状があって、進捗状況の中に課題が明確化されていったらいい。岩国市が実際に最優先にやらないといけないことはどこなのかが見えづらいところがある。支援を必要とするこどもと家庭が、貧困家庭が本当に支援を必要とするのか。ひとり親家庭が本当に支援を必要とするのか。ヤングケアラーでも支援が必要な部分と必要でない部分もある。ヤングケアラー、3歳の子でも現実にいます。困難な状況にあるこどもの支援、何が困難なのかもう少し絞られたら。実施計画の中に出てくると思いますけれど。支援を要するこどもと家庭を支えるという。居場所づくりを本当にしていくとか何かそういうところをどんどんした方がいいと思ったりもします。どういうふうにまとめたら一番わかりやすいか。多分市も児相もすごく努力して、ケアニーズの高い家庭にあたってはいますが、できている部分とできていない部分は、やはりこどもの安心安全を守る、権利を守る部分にずっと繋がっていくことだろうと思うので。岩国市では国と県よりも色があってもいいのかなと。特に今言われたように色々な子供がいるので、多様化複雑化なので、体系の中に多様化複雑化というのがことばとしてあってもいいかと。
会長　岩国市という部分で多様化を含めて基地があるということでの外国籍の部分の対応を含めてですね。
委員　やはり骨子にありますような５つのことが大切だと読ませていただきました。こういう気持ちでやっていきたいと思ってます。
委員　高校生の声を聞くのはどこにどういうふうに出すのですか
事務局　高校でアンケートをお配りして、回答はQRコードを読みこんで、回答しやすいように設問数を減らして、一番聞きたいところ、小中学校と比べたいところをピックアップして、成長するに従って、どのように変化していくのか、と、岩国市に対して大人に対してどのような意見をもっているのかを確認して、実現可能なものをこれから入れ込んでいきたいと考えています。
委員　小中学校でやっているものよりも質問をしぼっているということですね。小中学校と比べて高校だったらこう出てくるだろうと、それに対する仮説というのは。
事務局　幸福感など年齢が上がっていくにつれてどう変化していくのか、高校生が居場所をどのように考えているだろうかというあたりを。
委員　9月の2、3週間して、一番疲れがピークくらいにきた9/16は、幸福感が少し下がるかもしれないです。9月が自殺予防週間。これをとるのであれば、受験とかも全部含めていい時期を。夏休みにしてみるとか。高校生は繊細なところがあるので、受験に燃えた高校３年生はアンケートを出してこないでしょうし、そういうのを意識するのであれば時期を考えた方がいいのかもしれない、と思いました。なかなか高校生になってくると自立が迫ってきているので、どんな結果になるのか、見てみたいです。
事務局　計画策定が今年度中なので、それに間に合うようにということで、この時期でいきたいと。配慮が足りなくて申し訳ありません。
委員　今、数名の方からお話いただくだけでも、内容の濃いものになってくると感じました。やはりこの基本理念にもありますが、地域、学校、企業、団体、行政がつながり、こども・若者・子育てに優しいまちを目指すところが骨になっていると思いますので、もう少し我々を巻き込みながら、日頃から意見を吸い上げるタイミングがあるというのはすごく大事なことだと今日感じましたので、そういった場をまた設けていただければ、非常に我々としても話もしやすいし、こういった計画に対しても真摯に意見が出せるようになり、いい会議になると思っていますので、ぜひよろしくお願いします。
委員　進捗状況の評価のところで聞いてみたいと思ったのが、数年前までさかのぼっての目標値と実績値が出ていますが、目標値とかけ離れた数が出ているのがあります。特にファミリーサポートセンター事業で、提供家庭が高齢化しているというのが課題で、利用しているのは習い事の送迎と説明されました。小学生については713を目標にして、実績900だから、小学生たちは習い事の送迎で利用があるとわかりました。未就学児については908を目標として掲げているけれども、200人弱しか利用がない。ここの課題は何なのかとか、目標値をあげていながら少ない課題をどういうふうにとらえているのか、一つ一つの課題がアンケートの結果からも、わかりにくかったと思っています。骨子については、こどもの権利を守るというところで、こどもの声を聞きましょうと、今すごく言っていて、権利を守る、声を聴くということに重きをおいてやっています。ヤングケアラーであっても、家が綺麗ではなくても、やっぱり家族が好きだし、家が好きだし、離れたくないというこどもたちもたくさんいる中で、こどもの生活の環境、食事を与えていくというのは大事ですが、何年もたって、そういう生活に慣れてくると、それも子供も当たり前と思ってしまうので、小さいときから普通の生活ができるように母推さんであったり、みんなが訪問して、早くから環境を変えていくことにかかわっていくことができるということが大事だと思っています。関係機関が一緒になって、早い時期にこどもの権利やこどもの声を聞くような関わりができていくといいと思っています。児相が関わっていく中で、子供がうんと言われないのでなかなか保護に繋がらないケースが多いので苦労しているところですけれど。居場所とか何か家から出て行った違う場所での体験やそういうのに通う中から、家から離れるということもあまり悪くない、不安が薄れていくというのも、関わっていく中で感じるので、親から離れる、家から離れてみる、また帰るという体験ができる場所がどんどん地域に増えてくると、こどもたちも変われるきっかけになると思います。
委員　課題として一番強く感じている点は、子供が本当に減っているというのが実感です。この計画だけで少子化対策とは決して思いませんが、少子化対策の一部であるということは間違いないのかと思ったときに、前段の概要説明の中で少子化の実態が浮き彫りにされるような資料がスタートラインであるならば、やはり事業の評価としては、少子化対策に対してどういう結果が出ているという情報が欲しいという印象を持ちました。もう一つは、不適応とか不登校のお子さんの数の問題です。数年前まで、全校児童の1％から2％という表現をしていたのですが、今は2％から3％ぐらいは、不適応、不登校のお子さんがいらっしゃるという印象を受けています。倍増してると言っても過言ではない。この2、3年、3、4年の間に。その背景に何があるかと思ったら、その家庭の教育力の問題であったり、様々な要因がありますが、そういった部分をこういった多くの事業がしっかり活用されながら充実していくというのは本当にありがたいと思いながら、事業評価を見させていただきました。一般の民間の施設事業所さんもこどもたちの居場所を作ってくださり、社会が総出でこどもたちの支援をしてくださっていることは感謝申し上げる次第です。今日なかなか冒頭で意見しにくかったのは、これまでの事業の検証と新しい計画の繋がりというのが見えにくいからと思っていまして、資料1で基本目標1から事業の評価まで記してありましたが。やはりソフト事業なので、なかなかアウトプット、アウトカム、取り組みに対しての結果がどうだったと言いにくい事業が大半であることはよくわかっているのですが、この評価を見たときに殆どが文末を見ると、継続していく必要がある、という文末になります。果たしてこの評価が例えばＡＢＣ評価だったらＢだったのかＣに近いＢなのかもしれません。その検証がしっかりあった上で新しい計画の中には、ここに反映されているというような資料があったとすれば、なるほどという繋がりがあって、次の計画はこういうことを期待していいんだということが結びつくのかと思いながら、そんな何か工夫があると手がかりが持ちやすかったという印象を持ちました。
委員　二期と三期、どこがどういうふうに違っているのか。
事務局　新しい計画の案ですが、こども大綱で重点的に言われているところを盛り込んでヤングケアラーなどを盛り込んでおります。ライフステージに応じた切れ目のない支援もこども大綱に盛り込まれておりますので、ライフステージごとに応じて、どのように支援をしていくのか、ということを盛り込んでいきたいと考えています。
委員　岩国でヤングケアラーで困っている家庭がたくさんあるのですか。
事務局　令和6年7月現在で15家族、こどもさんの人数でいえば22人、さきほど委員さんが言われたように、保育園児でもヤングケアラーのような役割をしているこどもさんもいるような状況もありますので、そのあたりを相談できる体制であったりとか、信頼できる大人に相談して、通常のこどもさんの状態本来であれば学びであったりお友達と遊んだり放課後自由に過ごしたりする時間をとれるようにするにはどのように支援していったらいいのかを、地域の方々や、今日お越しいただいている皆さんと協議しながら支援方法を決めてまいりたいと考えております。
委員　ヤングケアラーの家庭を第三者が発見することができますか。
事務局　もし気になるご家庭があったら189（イチハヤク）にかけてもらったり、うちの方でもいいですので、おっしゃっていただけたらと思います。こちらの方から状況を確認させていただきますので
委員　虐待も一緒ですね。発見することが難しいです。
事務局　地域の方でも、泣き声であるとか、いつも一人かな、などあれば、ぜひこちらの方に言っていただければ確認させていただいて、その家庭にあった支援を、どのような支援をすればいいかということをみんなで協議してまいります。
委員　骨子案に関しては、大事なことは網羅されていると思いました。アンケートをとられたた結果を見られて、他に市として気になる結果が出たとか問題を感じたことがあったら教えてください。
事務局　課題はところどころに書いてあるんですが、ヤングケアラーは、正直そこまでことばを知らないという方がいらっしゃると思わなくて、かなり驚いたので、周知が必要だと思っております。ファミリーサポートセンターも、人数や活動内容はちょっとずつ増えてはいるんですけれども目標には達していない。だけどアンケートでは急用のときに預けるところがない、というのが非常に高くなっているので、周知が不足している、PRが不足しているということを感じたので、そのあたりをしっかりやっていかないといけないなと感じております。
委員　乳幼児発達クリニックですが、利用者12件というのは、実際に相談会に行かれた方の件数。希望者がどれぐらいいたかっていうのは、12件だけなんですか。
事務局　そうです。それとは別に５歳児発達相談会もやっていまして、５歳児の方全員にお配りして気になるご家庭は保育園を通して返していただいて保育園に様子をお伺いして相談会をひらくのもあるのですが、それとは別でそれより以前に少し気になるこどもさんがいらっしゃるとか、どういう風にかかわっていったらいいかわからないときに発達クリニックで、かかわり方とか今後の接し方とかをもつ場として行っております。
委員　行かせていただいたことがあって、本当によかったと思う。すごく希望者が多く、私が連絡したときにはもう何ヶ月も先に予約しないといけない状態。
事務局　かかったりするときもあったのですが、すぐ今からどこかにかかりたいときは、療育センターや、相談、検査するところなどもご紹介して。発達クリニックは、事前に保健師がお伺いして話をきいたりもしますが、やはり期間がかかってしまいます。発達などなかなか医療機関に行くのは敷居が高いという方や、待ってもいいという方、寄り添いながらゆっくりやっていく方には待っていただく状況。発達クリニックは以前ほど待ちはないと思います。
委員　周りの話でも、気になるけれども受診をためらっていらっしゃる方もたくさんいらっしゃるので。
会長　委員の方々からご質問を含めてご意見をいただきましたので、事務局の方でまとめていただき、最終的にすべての問題は少子化対策からとさきほども言われたので、岩国市で産んで育てて、市民が増えるように子育て支援がいけたらいいと思います。皆様にご意見をいただきまして、事務局に最終的に骨子を届けていただくということで、軽微な変更や、今いただきました字句を変更させていただいて、最終的には岩国市こども計画の骨子案をこの場でご承認いただいてよろしいでしょうか。会長が最終確認いたしますのでそれをもってご承認させていただきたく思います。
（一同、同意）

委員　来月から第二子以降0歳児の無償化が始まります。具体的にもうすでに入園の希望が増えている、一時保育のデータもどんどん下がっている。ということは皆入所できている割合が高いから一時保育も少ないのだろうと。将来どういう見込み値を持っているのかとか、事前会議のときにお話させてもらいましたが、一時保育の利用者数の多くが不妊治療に通う実態やそういった部分で少子化に対して具体的に繋がる部分が欲しかったと感じております。データ的にも前回の事前会議のときに、岩国市に生まれる子供が700人切っているのが昨年の実態ですという話をさせていただいていますが、令和4年の747で止まっている。事前会議で話した内容が皆さんがたに伝わっていなかったら、あまり意味がないというのが感想として、次回からお願いしたい。
会長　さきほどありましたように、少子化ということが問題だということで出産の場は大丈夫なのであろうか。そういった確保も事前の会議で出て、またそういった不妊治療の体制などはしっかりとサポートされておられるということですが、医療体制も、岩国市の課題ではないかという提言があったと思います。こどもの救急医療関係ですね、それを踏まえた上で検討いただけたらと思います。次回の会議には、事前に岩国市から資料が届くかと思いますので、お1人一つは意見をいただこうと思っておりますのでご準備いただけたらと思います。
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